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Realtek® オーディオマネージャユーザーガイド
Realtek® オーディオコーデックは8チャンネルオーディオをサポートしています。またソフトウェア
により、ジャック検出機能、S/PDIF出力サポート、割り込み機能に対応しています。このコーデック
はRealtek® 開発の UAJ® (Universal Audio Jack) テクノロジーを採用しており、全てのオーディオ
ポートでこのテクノロジーをサポートしていますので、ケーブル接続エラーを未然に防ぎ、プラグ
アンドプレイ対応で簡単に機器を接続することができます。
本機能を使用するには、マザーボードに付属のサポートCD/DVDからRealtek® オーディオドライ
バーをインストールする必要があります。
Realtek® オーディオソフトウェアがインストールされると、タスクトレ
イに Realtek® HD オーディオマネージャのアイコンが表示されます。
アイコンをダブルクリックすると、Realtek® HD オーディオマネージャ
が起動します。
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Realtek® HD オーディオマネージャ

Realtek® HD オーディオマネージャ : Windows® 8 / 7 / Vista

デバイス 
詳細設定

上記のインターフェースは、特定のマザーボードでのみ表示されます。

デバイス一覧 （表示されるアイコンは接続されたオーディオデバイスにより異なります）

デフォルトデバイス設定

設定パネル

アナログ/デジタルコネクターステータス
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デバイス一覧
デバイス一覧の中から設定を変更したい項目のアイコンをクリックし、各種オーディオ設定を行
います。

本マニュアルで使用されているイラストや画面、項目名は実際のものとは異なる場合がありま
す。これらは使用するOSやソフトウェアバージョンにより異なります。予めご了承ください。

デジタル出力設定

1.	 「Digital Output」アイコンをクリック
します。

2.	 「デフォルトを設定する」ボタンをクリ
ックし、デジタル出力ポートを既定のデ
バイスに設定します。

3.	 「サウンドエフェクト」タブをクリック
し、各種音響効果を設定します。

5.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリックし、サンプリングレートとビット数を選択します。

4.	 「DTS Connect」タブをクリックし、DTS Connect の動作モードを設定します。

DTS Connect の設定を行うには、「デフォルトフォーマット」タブでデフォルトフォーマットを
「DTS Interactive (5.1 Surround)」に設定する必要があります。

•	 デフォルトフォーマットを「DTS Interactive (5.1 Surround)」に設定することで、DTS 
Connect「ミュージックモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロール」を調節する
ことができます。

•	 DTS Connect の仕様により、「ムービーモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロー
ル」を調節することはできません。

•	 DTS Connect は特定モデルでのみご利用いただけます。
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スピーカー

スピーカー設定
1.	 「Speakers」アイコンをクリックします。

2.	 「デフォルトを設定する」ボタンをクリ
ックし、アナログ出力ポートを既定のデ
バイスに設定します。

3. 	 「スピーカー設定」タブをクリックし、
接続されたスピーカーの構成に合わせ
てチャンネル数を設定します。各チャン
ネルのテストを行うことも可能です。

4.	 「サウンドエフェクト」タブをクリック
し、各種音響効果を設定します。

室内音響補正は5.1/7.1 スピーカーモードでのみ作動します。

6.	 「DTS Connect」タブでは、4 / 5.1 / 7.1 チャンネルのスピーカをご利用の場合のDTS 
Connect の有効/無効、および動作モードを設定します。 有効にするには「オン」をクリッ
クします。

7.	 「DTS UltraPC II」タブでは、2チャンネルステレオスピーカーをご利用の場合のDTS 
UltraPC II の有効/無効、および動作モードを設定します。 DTS Surround Sensation、DTS 
Enhance、DTS Symmetry 各機能の調整を行うことが可能です。

8.	 音響効果設定を既定値に戻すには、「リセット」をクリックします。

5.	 「室内音響補正」タブをクリックし、スピーカーの距離を個別に調節します。

•	 DTS Connector は4 / 5.1 / 7.1 スピーカーモードでのみ作動します。

•	 DTS Connect の仕様により、「ムービーモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロー
ル」を調節することはできません。

•	 DTS Connect は特定モデルでのみご利用いただけます。

•	 DTS UltraPC IIはステレオモード (2チャンネルスピーカー)でのみ作動します。

•	 4 / 5.1 / 7.1 チャンネルのスピーカをご利用の場合は「DTS Connect」をご使用ください。

•	 DTS UltraPC II は特定モデルでのみご利用いただけます。
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マイク

マイク設定
1.	 「Microphone」アイコンをクリックし

ます。

2.	 「デフォルトを設定する」ボタンをクリ
ックし、マイク入力ポートをデフォルトデ
バイスに設定します。

3.	 録音ボリュームのスライドバーを動か
し、入力音量と左右バランスを調整し
ます。

4.	 マイク入力音量を増幅するためのマイク
ブーストを設定する場合は、 をク
リックし、スライドバーで増幅量を調整
します。

5.	  をクリックすると、ミュート状態と
なりマイク入力は無効になります。

6.	 再生音量を調整するには、「再生ボリューム」ボタンをクリックします。

7.	 「マイク効果」タブをクリックし、ノイズ抑制、音響エコーキャンセル、参照モードなどの効
果を設定します。

ライン入力

アナログライン入力設定
1.	 「Line In」アイコンをクリックします。

2.	 「デフォルトを設定する」ボタンをクリッ
クし、アナログライン入力ポートを既定の
デバイスに設定します。

3.	 録音ボリュームのスライドバーを動か
し、入力音量と左右バランスを調整し
ます。再生音量を調整するには「再生ボ
リューム」ボタンをクリックします。

4.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリ
ックし、サンプリングレートとビット数
を選択します。

参照モードは特定モデルでのみご利用いただけます。

8.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリックし、サンプリングレートとビット数を選択します。
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デバイス詳細設定
デバイス詳細設定では再生と録音デバイスに関する設定を行うことができます。

画面右上にある をクリックし「オプション」を選択します。

言語選択

通知設定

コネクター設定

再生デバイス設定

録音デバイス設定

ジャック検出機能とフロントパネルジャックリタスキング機能はHDオーディオモードでのみ機
能します。

HDオーディオモードの設定方法:

•	 コネクター設定で「HD Audio Front Panel mode」を選択します。

•	 UEFI BIOS Utility を起動し「Advanced mode」→「Advanced」→「Onboard Device 
Configuration」→「Front Panel Type」を[HD]に設定します。
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情報
画面右上にある をクッリクし「情報」を選択します。オーディオドライバーのバージョン、DirectX
のバージョン、オーディオコントローラー、オーディオコーデック等の情報が表示されます。
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Realtek® HD オーディオマネージャ : Windows® 8 / 7 / Vista

設定パネル

デバイス一覧（表示されるアイコンは接続されたオーディオデバイスにより異なります）

デバイス詳細設定

情報

コネクター設定アナログ/デジタルコネクターステータス

デフォルトデバイス設定

閉じる
最小化

タスクトレイの アイコンをダブルクリックすると、Realtek HD オーディオマネージャが表示さ
れます。

タスクトレイの アイコンをシングルクリックすることでメインボリューム調整バーを表示させ、
メインボリュームを素早く調整することができます。

デフォルトの通信
デバイス設定
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デバイス一覧
デバイス一覧の中から設定を変更したい項目のアイコンをクリックし、各種オーディオ設定を行
います。

本マニュアルで使用されているイラストや画面、項目名は実際のものとは異なる場合がありま
す。これらは使用するOSやソフトウェアバージョンにより異なります。予めご了承ください。

デジタル出力設定

1.	 「Digital Output」アイコンをクリックし
ます。

2.	 画面右下の をクリックし、デジタル出
力ポートを既定のデバイスに設定します。

をクリックすると、既定の通信デバイ
スとして設定することが可能です。

3.	 「サウンドエフェクト」タブをクリックし、
各種音響効果を設定します。

5.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリックし、サンプリングレートとビット数を選択します。

4.	 「DTS Connect」タブをクリックし、DTS Connect の動作モードを設定します。

DTS Connect の設定を行うには、「デフォルトフォーマット」タブでデフォルトフォーマットを
「DTS Interactive (5.1 Surround)」に設定する必要があります。

•	 デフォルトフォーマットを「DTS Interactive (5.1 Surround)」に設定することで、DTS 
Connect「ミュージックモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロール」を調節する
ことができます。

•	 DTS Connect の仕様により、「ムービーモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロー
ル」を調節することはできません。

•	 DTS Connect は特定モデルでのみご利用いただけます。
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スピーカー

スピーカー設定
1.	 「スピーカー」アイコンをクリックします。

2.	 画面右下の をクリックし、アナログ出
力ポートを既定のデバイスに設定します。

をクリックすると、既定の通信デバイ
スとして設定することが可能です。

3. 	 「スピーカー設定」タブをクリックし、接
続されたスピーカーの構成に合わせてチ
ャンネル数を設定します。各チャンネルの
テストを行うことも可能です。

4.	 「サウンドエフェクト」タブをクリックし、各
種音響効果を設定します。

室内音響補正は5.1/7.1 スピーカーモードでのみ作動します。

6.	 「DTS Connect」タブでは、4 / 5.1 / 7.1 チャンネルのスピーカをご利用の場合のDTS 
Connect の有効/無効、および動作モードを設定します。 有効にするには「オン」をクリッ
クします。

7.	 「DTS UltraPC II」タブでは、2チャンネルステレオスピーカーをご利用の場合のDTS 
UltraPC II の有効/無効、および動作モードを設定します。 DTS Surround Sensation、DTS 
Enhance、DTS Symmetry 各機能の調整を行うことが可能です。

8.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリックし、サンプリングレートとビット数を選択します。

5.	 「室内音響補正」タブをクリックし、スピーカーの距離を個別に調節します。

•	 DTS Connector は4 / 5.1 / 7.1 スピーカーモードでのみ作動します。

•	 DTS Connect の仕様により、「ムービーモード」の「センター・ウィズス（幅）・コントロー
ル」を調節することはできません。

•	 DTS Connect は特定モデルでのみご利用いただけます。

•	 DTS UltraPC IIはステレオモード (2チャンネルスピーカー)でのみ作動します。

•	 4 / 5.1 / 7.1 チャンネルのスピーカをご利用の場合は「DTS Connect」をご使用ください。

•	 DTS UltraPC II は特定モデルでのみご利用いただけます。



10 Realtek® オーディオユーティリティーユーザーガイド

マイク

マイク設定
1.	 「マイク」アイコンをクリックします。

2.	 をクリックしマイクポートを既定のデ
バイスに設定します。

3.	 「マイク効果」タブをクリックし、ノイズ
抑制、音響エコーキャンセル、参照モード
などの効果を設定します。

ライン入力

アナログライン入力設定
1.	 「ライン入力」アイコンをクリックします。

2.	 画面右下の をクリックし、アナログラ
イン入力ポートを既定のデバイスに設定し
ます。

3.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリッ
クし、サンプリングレートとビット数を選
択します。

4.	 録音ボリュームと再生ボリュームのスライ
ドバーを動かし、入出力音量と左右バラ
ンスを調整します。

参照モードは特定モデルでのみご利用いただけます。

8.	 「デフォルトフォーマット」タブをクリックし、サンプリングレートとビット数を選択します。
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コネクタ設定
フロントパネルオーディオコネクターの動作モード
やデバイス接続時のポップアップダイアログの有
効/無効を設定するには をクリックします。

ジャック検出機能とフロントパネルジ
ャックリタスキング機能はHDオーディ
オモードでのみ機能します。これらの
機能を使用する場合は、Realtek® HD 
オーディオマネージャ とUEFI BIOS 
Utility のフロントパネルタイプを[HD] 
に設定する必要があります。

情報
情報画面を表示するには をクリックしま
す。情報画面にはオーディオドライバーのバ
ージョン、DirectXのバージョン、オーディオコ
ントローラー、オーディオコーデック等が表示
されます。

デバイス詳細設定
録音デバイスに関する設定を行うには をクリ
ックします。
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Realtek® HD オーディオマネージャ : Windows® XP

設定オプション

情報

閉じる
最小化

設定オプションタブ
設定する項目のタブをクリックし、各種オーディオ設定を行います。

サウンドエフェクト

サウンドイフェクト設定
1.	 「サウンドエフェクト」タブをクリックし

ます。

2.	 ショートカットボタンやドロップダウンリ
ストで環境を設定するか、イコライザー
を調節することによって各種音響効果を
設定します。

設定パネル

適用

手動でイコライザーを調節するには
スライダーを移動してください。

3.	 「OK」をクリックし、設定を有効にします 。



Realtek® オーディオユーティリティーユーザーガイド 13

オーディオI/O

オーディオI/Oオプション設定
1.	 「オーディオI/O」タブをクリックします。

2.	 ドロップダウンリストからご利用中のサ
ウンドデバイスやスピーカーチャンネル
を選択します。

3.	 設定パネルに接続されているデバイス
が表示されます。アナログパネルの を
クリックすると、コネクタ設定が表示され
ます。フロントパネルのジャック検出機
能やデバイス接続時のポップアップダイ
アログの有効/無効を設定することがで
きます。デジタルパネルの をクリック
すると、出力サンプルレートや出力ソースを設定することができます。

4.	 「OK」をクリックし、設定を有効にします。

他のメニューオプションを表示するには をクリックします。

4.	 「OK」をクリックし、設定を有効にします 。

3.	 各項目のスライドバーを動かし、音量とバランスを調整します。

ミキサー

ミキサー設定
1.	 「ミキサー」タブをクリックします。

2.	 ダイヤルまたはスライドバーを移動し
て、再生と録音の音量とバランスを調整
します。

録音デバイスを無効にする場合は、
録音デバイスの全てのチャンネルをミ
ュート に設定してください 。

ジャック検出機能とフロントパネルジャックリタスキング機能はHDオーディオモードで
のみ機能します。これらの機能を使用する場合は、Realtek® HD オーディオマネージャ 
とUEFI BIOS Utility のフロントパネルタイプを[HD] に設定する必要があります。



14 Realtek® オーディオユーティリティーユーザーガイド

マイク

マイク設定
1.	 「マイク」タブをクリックします。

2.	 「ノイズ抑制」を有効にすることで、録音
の際のノイズを抑制することができます。

3. 	 「音響エコーキャンセル」を有効にするこ
とで、録音の際のフロントスピーカーから発
生するエコーを抑制することができます。

4. 	 「ビームフォーミング〔指向性録音〕」を
有効にすることで、録音時の、周囲のノイ
ズを軽減します。マイクのキャリブレーシ
ョンを行うには をクリックします。

5. 	 「OK」をクリックし、設定を有効にします。

3Dオーディオデモ

3Dオーディオデモ開始
1.	 「3Dオーディオデモ」タブをクリックします。

2.	  サウンド、ムービングパス、環境を選択し
デモ環境を設定します。

3.	 をクリックし設定をテストします。

4. 	 「OK」をクリックし、設定を有効にします。
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情報
情報画面を表示するには をクリックしま
す。情報画面にはオーディオドライバーのバー
ジョン、DirectXのバージョン、オーディオコント
ローラー、オーディオコーデック等が表示され
ます。また、表示言語やシステムトレイの表示
を設定することができます。
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